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研究成果の概要（和文）：本研究課題の成果のうち，二つを取り上げる。
一つは小口（2017a,b）である。本稿では、作文においてねじれ文となりやすい抽象名詞・形式名詞を主題にと
る名詞述語文が、初級・中級の日本語教科書においてどのように扱われているかを明らかにした。
もう一つは、小口・山田（2021）である。この論文では，上級日本語学習者の作文にあらわれる主語・述語の対
応関係の不具合を調査し，母語話者の児童に見られる不具合と一見類似したものも見られるが、学習者の不具合
には母語が影響している可能性があることを指摘した。

研究成果の概要（英文）：We discuss two of the results of this research project. One is Koguchi 
(2017a,b). In this paper, I clarified how noun predicate sentences that take abstract and formal 
nouns as their subjects, which tend to become "NEJIRE-BUN" in composition, are treated in elementary
 and intermediate Japanese textbooks.
The other is Koguchi and Yamada (2020). In this paper, they investigated the subject-predicate 
correspondence defects that appear in the compositions of advanced learners of Japanese and pointed 
out that some of the defects are apparently similar to those found in native Japanese-speaking 
children, but that the learners' defects may be influenced by their native language.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語教育において具体的な対策がとられてこなかった「主述の対応関係の不具合（ねじれ文）」について、本
研究では学習者の実際の作文から主述の不具合と見られる文を抽出し、その特徴を分類・考察することで、母語
が影響している可能性を指摘した。また、初級・中級教科書において、ねじれ文を引き起こしやすいとされる抽
象名詞や形式名詞を主題にとる名詞述語文がどのように扱われているかを調査し、その偏りを指摘した。こうし
た成果は今後のに日本語教育における「主述の対応関係の不具合（ねじれ文）」に関する研究や、日本語教科書
の記述・例文の扱いなどに活かすことができるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究は、日本語母語話者から見た日本語学習者の日本語能力未発達を疑わせる契機となり得

る「ねじれ文」の使用・誤用実態に対する実証的研究である。 

平成 21 年度全国学力・学習状況調査中学校国語 Aで以下のような問題が出された。 

 

正解は「この絵の特徴は、どの角度から見ても女性と目が合うことです。」であるが、日本人 

中学生の正答率が 50.8%と極めて低いことが話題となった。上述のようなねじれ文とされる誤

用については、現在、国語教育・国語学が連携して分析を進め、問題点の整理や改善を目指した

研究が進められているが、同様の問題は日本語学習者の作文でも目立つ（例 1、2）。 

 

 

このような主述が一致していない誤用は、聞き手が動作主を正確に把握できず誤解を招いた 

り、まとまりある談話を構築できなかったりする原因となる。しかし、日本語学習者を対象とし 

たねじれ文の問題に関する研究は全く進んでいないことから、作文指導上の具体的な対策はと

られていない。こうした分野に関しては従来、日本語母語話者を対象に構築された国語教育・国

語学等の成果を日本語教育に応用してきた。 

しかしながら、申請者が、『YNU 書き言葉コーパス』と作文を指導する教師へのインタビュー 

をもとに学習者のねじれ文の問題を日本人小中学生と比較したところ、両者の特徴には興味深 

い相違が見られた。特に、学習者の場合は（１）成人であるにもかかわらず、（２）様々な母語

話者に上級になっても観察され、（３）自己修正が可能な場合とそうでない場合があることが分

かった。こうした傾向は日本人小中学生のねじれ文の問題が中学 2 年生頃までに減少すること

や、誤りの修正が求められる問題の正答率が極めて低い現状とは大きく異なる。 

つまり、申請者の研究成果は、日本人小中学生と日本語学習者によるねじれ文の誤用は、表面

上は同じねじれ文の問題に見えても、そのパターンや原因が異なる可能性があることを示唆し

ている。この場合、日本語教育におけるねじれ文の問題を解決し、学習者の作文指導・学習の効

率化に貢献するためには、実際の日本語学習者の習得実態に基づき、日本語学習者に特化した対

策を打ち出すことが必須である。 

本研究では、こうした申請者の主張に対してより厳密な根拠を得て、日本語作文指導への提 

案につなげるために、学習者を対象とした調査を行うものである。 

 
 
 
 
 



２．研究の目的 

本研究は、日本語学習者の作文を支援するための文法習得研究を目的とする。 

 

（１） 日本語総合教科書に表れる抽象名詞・形式名詞を主題にとる名詞述語文の導入・練習が

ねじれ文を引き起こしやすい構成になっていないか、主述の不一致を自己修正できるよ

うな構造になっているかどうかを調査する。 

（２） 日本語学習者の作文から、主述が一致していない不具合を抽出し、構文・語彙により分

類する。 

（３） 日本人小中学生の誤用と比較しながら、学習者が誤りやすいパターンを明らかにし、そ

の原因を探る。 

 

 本研究の結果から、学習者が誤りやすいパターンを予測できれば、現状の日本語教育現場に対

し、学習者データに基づく指導や時期、学習方法について具体的な提案を行うことができる。さ

らに、将来的には実践研究を通して指導効果を測ることで、日本語教育に寄与できる。 

 

３．研究の方法 

主に行ったのは下記２点である。 

 

（１）初級・中級むけの日本語総合教科書にあらわれる抽象名詞・形式名詞を主題にとる名詞述

語文を手作業で抽出し、その偏りについて調査分析を行った。 

（２）『日本語教育のためのタスク別書き言葉コーパス』（通称 YNU 書き言葉コーパス）に収録さ

れているデータのうち、「七夕」をテーマに書かれた作文資料を分析の対象とし、主語・述語の

対応関係の不具合について分析を行った 

（※なお、コロナウイルス感染拡大の影響で海外の調査機関への渡航、国内での留学生への調査を当初の

計画どおり実施することが困難になった。そのため（２）では、コーパスを用いる方法に変更した。） 

 

４．研究成果 
 

日本語学習者の日本語能力推定において、「ねじれ文」が多発することでその日本語能力が低く

見積もられることは深刻な課題であり、具体的な対策が不可欠であった。このような状況に対し、

本研究では、主に下記の成果を査読付き学会誌に公表した。 

 

（１）小口（2017）では、日本語学習者の作文の問題点の１つとして、ねじれ文を取り上げ、ね

じれ文が起こりやすい文構造が初・中級レベルの学習者を対象とした複数の日本語教科書にお

いてどのように扱われているかを調査した。そして、日本語学習者の作文におけるねじれ文を防

ぐため、現行の教科書やそれに基づく指導に不足している視点について考察を行った。 

 具体的には、初級、初中級、中級を対象とした日本語教科書全 19冊において、名詞述語文「（抽

象・形式名詞）は～ことです。」が導入される時期や、練習の内容について分析、考察を行った。

その結果、名詞述語文「（抽象・形式名詞）は～ことです。」は初級の比較的早い時期で、主に趣

味について語るという文脈の中で導入されることが分かった。この傾向は、小口（2017）で分析

対象となった『みんなの日本語』と同じであった。ただし、『初級 日本語』や『Situational 

Functional Japanese』では、話題が趣味に限定されておらず、後者では「好きなことは友達と



話すことです。」のような応用力のある文が導入で用いられていた。 

 

（『Situational Functional Japanese Vol.2』 P.217） 

 

練習問題については、趣味を主題として述語を選択、または産出するタイプがあったが、『まる

ごと』のように動詞述語と名詞述語から選択するタイプの問題だと、学習者は主題の名詞に対す

る述語形式に焦点を当てやすくなる可能性がある。このことから、述語の形式のみに焦点がある

問題については、教師が練習問題の形式に少しの工夫を加えることで、主述の呼応に焦点を当て

た問題にすることができ、学習者の意識化につながる可能性を指摘した。 

 

 

（『まるごと』初級１A2 P.32） 

 

 

（２）小口・山田(2021)では、上級日本語学習者の作文にあらわれる主語・述語の対応関係の不

具合を調査し、母語話者の児童に見られる不具合と一見類似したものも見られるが、学習者の不

具合には母語が影響している可能性があることを指摘した。 

具体的には、母語が異なる上級学習者の作文 60編をもとにして、学習者の作文にあらわれる主

述の対応関係の不具合に、どのような問題がどの程度起こるのかという実態を調査した。その結

果、65例の不具合が見つかり、「主語と述語の不照応」「主語助詞の誤用」「主語または述語の脱

落」の順で多く見られ、大まかな傾向については、松崎（2015）における母語話者の中学生と一

致するものであった。しかし、実際に学習者の作文に現れた不具合を観察すると、助詞選択の誤

りなど、母語の影響が疑われる事例があり、不具合が生じる原因については母語話者と異なる可

能性が示唆された。さらに、最も不具合が多く見られた「主語と述語の不照応」については、「述

語語句の不備」、「述語形式の不備」、「主述間の語句の重複」の順で不具合が多く観察された。「述

語語句の不備」に関しては、母語話者の不具合とは性質が異なることから、学習者独自の習得上

の問題として扱う必要があること、「述語形式の不備」については、母語に類似した形式を持た

ない中国語母語話者にとってとりわけ困難である可能性があること、「主述間の語句の重複」に

ついては、日本語の主題をあらわす「は」の機能について理解が必要であることが示唆された。 



 
 

表 1 学習者の作文における主述の対応関係の不具合の出現数と割合 

 

（小口・山田 2021:190） 
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